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市の人口

（昭和59年2月1日現在）

50，779世帯（前月比64世帯増）

160，957人（前月比105人増）

80，204人

80，753人

世帯数

人口

男

女

第1回宇治川マラソン大会

街
角
か
ら
の
声
援
を

第
一
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
二
月
二
十
六
日
聞
、
午
前

十
時
に
ス
タ
ー
ト
。
。
競
技
は
五
、
十
、
二
十
キ
ロ
の
三
部
に
分
か

れ
、
す
で
に
千
二
百
八
十
八
人
の
出
場
が
決
定
。
こ
の
大
会
は
、

六
十
三
年
の
京
都
国
体
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
宇
治

市
体
育
協
会
な
ど
で
つ
く
る
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
が
行

う
も
の
で
、
選
手
は
府
下
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
畿
一
円
、
遠

く
は
岡
山
県
、
山
口
県
か
ら
も
参
加
し
ま
す
。
当
日
は
、
太
陽
が

丘
公
園
セ
ン
タ
ー
前
を
午
前
十
時
に
ス
タ
ー
ト
。
午
後
一
時
ご
ろ

に
は
、
二
十
キ
ロ
の
部
の
選
手
も
全
員
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
予
定
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。
な
お
、
競
技
中

は
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

距離別マラソンコース］｜
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▲体力づくりに市民のスポーツ熱は盛ん（昨年11月23日に行われた宇治ロードレース大会）

お願い

★
最
終
走
者
通
過
後
、
車
両
は
通
行
可
★
車
両
は
選
手

の
直
前
の
横
断
や
、
選
手
を
追
い
越
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
★
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
駐
停
車
で
き
ま
せ
ん
★
交
通
規

制
・
う
回
に
つ
い
て
は
現
場
警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
★
交
通
規
制
道
路
以
外
の
道
路
も
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
の
お
知
ら
せ

太
陽
が
丘
少
年
少
女

陸
上
競
技
教
室

▼
と
き
・
：
3
μ
背
面
～
3
0

日
廊
、
4
月
2
日
囲
、
3
日
脚

の
8
日
間
、
い
ず
れ
も
午
前
9

堕
Ｔ
Ｈ
時
5
0
分
▼
と
こ
ろ
・
・
・

太
陽
が
丘
陸
上
競
技
場
▼
内
容

・
：
走
・
跳
・
ハ
ー
ド
ル
の
基
礎

練
習
や
記
録
の
計
測
、
運
動
能

力
テ
ス
ト
な
ど
▼
参
加
費
・
・
・
二

千
八
百
円
▼
定
員
・
・
5
0
人
▼
申

し
込
み
・
・
・
は
が
き
に
住
所
、
氏

昭
和
五
十
九
年
度
の
固
定
資

産
課
税
（
補
充
）
台
帳
の
縦
覧

を
行
い
求
了
。

こ
の
縦
覧
は
、
課
税
の
基
礎

に
な
る
固
定
資
産
価
格
な
ど
を

記
載
し
た
課
税
台
帳
を
見
て
い

た
だ
ぐ
制
度
で
す
。
土
地
や
家

屋
、
償
却
資
産
を
所
有
す
る
人

は
も
ち
う
へ
土
地
の
地
目
変

更
や
家
屋
の
新
・
増
築
な
ど
を

公
鮎
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
・
覧
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
土
地
の
評
価
は
、
登

記
地
目
に
関
係
な
ぐ
現
況
に
よ

市・府民税

名
、
学
校
名
、
学
年
忿
明
記
し
。

広
野
町
八
軒
屋
谷
一
、
山
城
総

合
運
動
公
園
管
理
事
務
所
へ
3

月
1
8
日
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。

吊
民
体
育
課
）

市
民
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

▼
と
き
・
・
・
2
月
2
7
日
側
、
午

後
7
時
半
ト
9
時
半
▼
と
こ
ろ

・
：
大
久
保
小
学
校
▼
申
し
込
み

・
・
・
ト
評
寧
痔
っ
て
直
接
会
場
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

る
も
の
で
す
。

▼
縦
覧
期
間
・
・
・
3
月
1
日
出

～
2
0
日
冊
、
午
前
9
時
～
午
後

4
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も

平
常
ど
お
り
）
▼
不
服
の
申
し

出
・
：
評
価
額
な
ど
に
不
服
の
あ

る
人
は
、
3
月
3
0
Ｅ
ま
で
に
文

書
で
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
に
申
し
出
て
ぐ
だ
さ
い
▼
注

意
・
・
・
所
有
者
以
外
が
縦
覧
す
る

場
合
は
、
本
人
の
委
任
状
ま
た

は
承
諾
書
が
必
要
で
す
。

（
資
産
税
課
）

申
告
はお
済
み
で
す
か

3
月
1
5
日
ま
で
受
け
付
け

291

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

市民ランナー1,300人が出場

2月26日(日)午前10時スタート
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自
然
と
親
し
み
交
流
を

東
宇
治
・
伊
勢
田
で
利
用
者
を
募
集

市
で
は
、
お
年
寄
り
の
生
き
が

い
対
策
の
ひ
ご
つ
と
し
て
孝
人
園

芸
ひ
ろ
ぱ
を
開
設
し
て
い
未
了
。

こ
の
考
人
園
芸
ひ
ろ
ば
は
、
お

年
寄
り
に
野
菜
や
花
作
り
か
通
し

ｗ
饌
ｔ
ｍ
ち
、
交
流
ｍ
め
て

今
日
、
多
く
の
家
庭
で
は
子

Ｓ
Ｊ
≫
）
に
と
っ
て
、
母
親
の
愛
情

は
充
足
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

父
親
0
父
性
の
発
揮
が
豆
拓

ｊ
Ｚ
し
い
と
一
芦
ｐ
れ
て
い
李
ｙ
。

あ
る
小
学
校
で
児
童
に
、
夕

食
後
の
Ｉ
家
団
ら
ん
風
景
ｍ

に
描
か
せ
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
児
童
が
父
親
の
姿
舎
繋

な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
り

ま
す
。
実
際
に
は
父
親
が
家
族

と
一
緒
に
居
る
の
に
、
子
ご
も

の
心
に
は
父
親
が
と
ら
え
β
れ

て
い
な
い
こ
と
が
、
改
め
て
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
。

こ
こ
ろ
の
電
話
弧
最
字
る

父
親
像
も
、
小
中
学
牛
石
ら
は

「
お
父
ち
ゃ
ん
は
ビ
ー
ル
舎
飲

ん
だ
時
し
か
調
子
が
出
な
い
」

父子関係

▲野菜を育てる楽しみも（老人園芸ひろぱで）

「
あ
ん
な
や
つ

（
父
親
の
こ
と
）

い
な
い
方
が
ま

し
」
、
そ
し
て
少

い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

現
在
、
西
宇
治
、
東
宇
治
、
中

宇
治
、
伊
勢
田
、
矢
落
の
五
ヵ
所

で
三
百
七
十
九
人
の
お
年
寄
ｓ
＼
が

利
用
吝
れ
て
い
未
了
。

こ
の
ほ
ど
、
東
早
急
と
伊
勢
田

の
参
人
園
芸
八
χ
ぽ
で
利
用
者
を

募
集
し
康
ｙ
。

健
康
と
、
草
花
や
野
菜
か
青
て

る
楽
し
み
か
ｓ
6
い
な
が
ら
、
あ

な
た
も
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
応
募
資
格
・
・
・
昭
和
5
9
年
4
月
1

日
で
6
0
歳
以
上
で
市
内
に
住
所

か
肴
し
、
ほ
か
の
老
人
園
芸
ひ

ゑ
渉
莉
用
し
て
い
な
い
人
。

▼
と
こ
る
と
区
画
数
・
・
・
東
宇
治
老

人
園
芸
ひ
ろ
ば
（
五
ヶ
庄
二
番

割
Ｌ

1
2
5
区
画
）
、
伊
勢
田
孝
人
園

芸
ひ
心
ば
（
伊
勢
田
町
毛
語
Ｌ

6
1
区
画
）
、
広
さ
は
1
区
画
1
0
平

寝
る
の
三
言
だ
グ
私
話
さ
な

い
」
、
さ
ら
に
「
子
芦
も
か
ら
、

あ
ん
な
お
父
さ
ん
と
は
別
れ
た

ら
・
・
・
と
言
わ
れ
た
」
な
ど
の
訴

え
が
。

職
場
で
は
男
ら
じ
ぐ
バ
リ
バ

リ
仕
事
が
出
来
て
も
、
家
庭
で

は
、
全
く
や
さ
し
さ
だ
け
の
母

性
的
な
父
親
像
が
見
ら
れ
ま
ず
。

方
μ
で
Ｌ
世
帯
1
区
画
に
限
る
。

▼
利
用
期
間
と
利
用
料
・
・
・
5
9
年
4

月
1
日
～
6
1
年
3
月
1
5
日
ま
で

の
お
よ
そ
2
年
間
、
無
料
。

▼
申
し
込
み
…
2
月
2
9
Ｅ
ま
で
に

印
鑑
舎
″
つ
て
本
人
が
福
祉
課

ま
で
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
決
定
し
、
結
果
夕
通
知
し

季
ｙ
。
（
福
祉
課
）

利
用
し
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
農
園

三
月
四
日
か
ら
夭
久
保
町
田
原

で
『
ふ
る
さ
と
辰
男
を
開
園
し

ま
7
．
内
容
は
、
一
月
二
十
一
日

奢
行
．
の
学
治
市
政
だ
よ
り
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
利
用
者
を
二

【
木
幡
公
民
館
】

▼
と
き
・
：
3
月
1
日
内
午
後

2
時
～
4
時
半
（
こ
う
じ
作
り
）
、

3
日
出
、
午
前
9
時
半
ト
正
午
（
み

そ
作
り
）
、
こ
の
ほ
か
2
月
2
9
Ｂ
と
、

3
月
2
日
に
交
代
で
準
備
▼
と
こ

ろ
：
木
幡
公
民
館
▼
講
師
・
：
年
活

改
善
グ
ル
ー
プ
、
村
田
部
否
λ

▼
材
料
代
・
：
八
百
円
▼
持
参
品
・
・
・

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
▼
対
象
…

市
内
在
住
で
準
備
に
も
参
加
で
き

る
人
▼
定
員
・
：
1
5
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
・
・
材
料
代
奎
添
え
て

木
幡
公
民
館
（
木
幡
内
畑
3
4
－
7

月
二
十
五
日
奥
剱
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
ぐ
は
、
農
林
茶
業
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
、
ま
た
諮
落
市
農

協
本
店
、
各
支
店
へ
お
問
営
お

ｗ
だ
さ
い
。
（
農
林
茶
業
課
）

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

学
習
会
や
小
売
物
価
を
調
査

市
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
の

宇
治
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
ｍ

成
長
過
程
で

父
親
の
厳
し
さ
が
必
要

女
か
ら
は
「
父
に
本
当
に
男
ら

し
い
父
親
に
な
っ
て
欲
し
い
」

な
ど
の
悩
み
や
訴
え
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ホ
ヂ
。
ま
た
、
妻
で
も

あ
る
母
親
は
父
親
像
を
「
や
さ

し
い
け
れ
ど
権
威
か
な
ぐ
、
子

ど
も
に
甘
く
て
叱
ら
な
い
」
「
た

だ
テ
レ
ビ
タ
見
て
ご
ろ
寝
を
し

て
い
る
だ
け
」
「
め
し
、
ふ
ろ
、

早
μ
も
に
と
っ
て
は
、
一
つ
の

家
庭
に
二
人
の
母
親
が
居
る
の

と
同
じ
に
な
る
訳
で
ｗ

真
の
父
性
と
は
権
威
と
厳
し

さ
で
あ
り
、
母
性
と
は
包
容
と

承
認
で
あ
っ
て
こ
の
両
性
が
保

障
さ
れ
て
こ
そ
、
子
芦
も
は
健

全
に
育
つ
の
で
す
。

幼
児
期
の
子
芦
石
に
と
っ
て
、

集
し
柔
ｙ
。

消
費
牛
活
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
は
、

みそ作り教室
木幡・小倉両公民館で

゛－゛ｌ

Ｉ
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加工食品が多く出回っている今日、無添加

物の自然食品が見直されています。低塩分と
無添加物の手作りみそで、食生活を見直して

みませんか。木幡公民館と小倉公民館で、そ

れぞれ今回はこうじ作りから始めます。・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｓ
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－
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各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
学
習
会

（
月
一
回
程
度
の
参
加
）
、
小
売
物

価
の
調
査
、
消
費
者
問
題
の
自
由

研
究
な
ど
で
す
。
ま
た
、
関
係
す

る
工
場
な
ど
の
施
設
見
学
へ
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

消
費
者
問
題
は
生
活
の
す
べ
て

の
分
野
に
渡
り
車
ふ
、
五
十
八

年
度
で
は
、
主
に
食
品
添
加
物
や

お
知
ら
せ

市
職
員
を
募
集

宇
治
市
と
宇
治
市
教
育
委
員
会

で
は
、
市
職
員
か
募
集
し
康
ｙ
。

・
・
土
木
技
手
…
昭
和
2
3
年
4
月
2

日
～
4
1
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

た
男
子
、
1
人

・
学
校
用
務
員
・
・
・
昭
和
1
8
年
4
月

2
日
～
4
1
年
ｔ
月
1
日
に
生
ま

れ
た
男
子
、
若
干
名

・
学
校
調
理
員
…
昭
和
2
3
年
4
月

2
日
～
4
1
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
た
女
子
、
若
干
名

▼
試
験
日
・
・
・
2
月
2
6
日
面
、
午

前
9
時
～
▼
と
こ
ろ
・
・
・
字
治
中
学

校
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書

豊
⑩
8
2
9
0
）
へ
本
人
が
直
接
。

（
木
幡
公
民
館
）

【
小
倉
公
民
館
一

▼
と
脊
Ｊ
月
6
日
㈹
、
午
後
―

堕
Ｔ
4
時
（
こ
ラ
じ
作
り
）
、
8

日
出
、
午
前
9
時
半
～
正
午
（
み

そ
作
り
）
▼
と
こ
ろ
…
小
倉
公
民

館
▼
講
師
・
・
・
京
都
農
業
改
良
普
及

所
宇
治
支
所
、
田
村
そ
の
え
さ
ん

▼
定
員
・
・
・
叩
人
（
先
着
順
）
▼
材

料
代
・
・
八
百
円
▼
申
1
込
み
・
・
・
材

料
代
奎
廊
え
て
小
倉
公
民
館
（
小

倉
町
寺
内
9
1
、
豊
⑩
4
6
8
7
）

へ
直
接
。
（
小
倉
公
民
館
）

洗
剤
な
ど
の
問
題
奮
驚
上
げ
、

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
よ
る
商
品

の
比
較
実
験
テ
ス
ト
や
学
翼
蚕

実
施
1
釜
し
た
。

こ
の
ぶ
つ
に
、
学
習
中
心
の
事

業
に
取
昨
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
消
費
筈
匹
に
関
心
が
あ
る

人
は
、
ご
5
募
ぐ
だ
さ
い
。

▼
5
募
資
格
・
：
市
内
在
住
の
2
0

～
6
0
歳
の
女
性
で
、
市
内
の
市
場

や
小
売
店
、
ス
ー
パ
ー
フ
ー
乞
。

ト
か
莉
用
し
て
は
常
の
買
い
物
を

直
葎
Ｔ
？
ハ
（
た
だ
し
、
今
ま
で
に

公
的
機
関
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

や
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
経
験
が

な
い
人
に
限
り
ま
す
）
▼
募
集
人

員
…
2
5
人
▼
謝
礼
・
：
年
額
で
千
円

▼
申
し
込
み
・
：
は
が
き
に
住
所
、

　
市
内
で
の
ふ
ろ
の
空
だ
き
事

故
は
、
今
年
に
入
っ
で
か
ら
既

に
八
件
も
発
生
し
で
い
ま
ず
。

　
浴
槽
の
水
栓
か
閉
め
忘
れ
た

・・・・・・・・・・・・
ミ ミ ー ミ ミ ミ ミ ミ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ミ ＝ ミ ミ ミ ミ ー

1 ゛ ゜

ｌ ・

・
水
量
は
こ
ま
め
に
確
か
め
て

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
世
帯

主
の
氏
名
と
職
業
、
家
族
構
戌
を

明
記
し
、
3
月
1
0
日
ま
で
に
商
工

観
光
課
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
3
3
番
地
、

豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

な
お
、
電
話
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
（
商
工
観
光
課
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近
6

召
以
内
の
本
人
の
写
真
を
は
り
、

中
込
書
（
職
員
課
と
教
育
委
員
会

靉
謹
に
あ
り
）
奎
添
え
『
2

月
2
5
日
出
、
正
午
ま
で
に
、
職
員

疎
（
土
木
技
手
）
、
教
育
委
員
会
総

｀
課
（
学
校
用
務
員
と
学
校
調
理

貝
）
へ
そ
れ
ぞ
れ
申
し
込
ん
で
ぐ

に
さ
い
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け

ほ
し
ま
せ
ん
。

職
員
課
・
教
育
委
員
会
総
務
課
）

地
域
整
備
計
画
策
定
協
議
会

〈
小
倉
町
・
南
陵
町
地
域
第
4

に
〉
▼
と
き
・
・
・
2
月
2
1
日
叫
、
午

7
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉

罠
館
。
〈
白
川
・
志
津
川
地
域

Ｔ
回
〉
▼
と
き
・
：
2
月
2
2
日
㈲
、

‐
後
8
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
白
川

集
会
所
。
（
企
画
課
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

昭
和
五
十
九
年
一
月
｝
日
現
在

で
農
業
委
員
会
委
倦
恐
Ｔ
八
名
簿

を
調
路
1
7
蚤
じ
た
の
で
、
関
係
者

は
縦
覧
し
了
ｙ
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間
・
：
2
月
2
3
Ｅ
叩

3
月
8
日
團
、
午
前
8
時
半
～
午

後
5
時
（
土
・
日
曜
日
も
行
い
ま

す
）
▼
縦
覧
場
所
…
宇
治
市
役
所
。

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
が
五

十
九
年
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の
登

録
漏
れ
か
防
ぎ
、
正
確
な
選
挙
人

名
簿
に
す
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
選
議
人
名
簿
に

漏
れ
、
誤
ひ
な
ど
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
、
該
当
す
る
選
挙
人

ふろの空だき
浴槽の水の確認を⑥

は
縦
覧
期
間
中
に
文
書
や
選
挙
管

理
委
員
会
に
異
議
を
甲
し
出
る
こ

と
が
出
来
未
了
。
こ
の
期
間
か
過

ぎ
る
と
申
し
出
が
あ
っ
て
も
、
選

挙
人
名
簿
に
鷲
緊
由
来
ま
せ
ん

の
で
ご
注
夢
泄
さ
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

ち
ぎ
り
絵
教
室

～
ひ
な
人
形
作
り
～

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
で
、
ひ
な

人
形
の
ち
ぎ
ひ
絵
講
質
量
開
き

未
丁
。
初
歩
か
ら
指
導
し
乖
ゐ

で
お
気
軽
に
ａ
Ｏ
’
ｒ
ｉ
ｆ
刄

▼
と
き
…
2
月
2
6
日
面
、
午
後

1
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

公
民
館
▼
参
加
料
・
：
実
費
千
円
▼

持
参
す
る
物
・
・
・
は
さ
み
、
目
打

（
き
り
）
、
鉛
筆
▼
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
・
・
・
社
会
教
育
課
（
豊
⑩

3
1
4
Ｌ
内
線
4
7
5
）
ま
た
は
、
小

島
里
恵
子
さ
ん
（
豊
⑩
0
3
6
0
）

へ
。
当
日
で
も
参
加
出
来
ま
ず
。

（
社
会
教
育
課
）

お
は
な
し
会

絵
本
の
為
一
で
は
。
子
戸
石
た
ち

が
、
お
話
夕
聞
き
想
像
の
世
界
を

り
、
ま
た
水
栓
を
き
ち
ん
と
閉

め
て
い
な
い
た
め
に
、
入
れ
た

は
ず
の
水
が
流
れ
出
て
し
ま
っ

た
ひ
ず
る
の
が
最
も
多
い
ヶ
Ｉ

ス
で
ｙ
。
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
便

い
慣
れ
て
い
る
な
め
に
、
か
え

っ
て
注
意
力
が
お
ろ
モ
か
に
な

る
こ
と
が
原
因
で
し
ょ
う
。

ふ
ろ
の
空
だ
き
防
止
の
た
め

に
、
次
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
浴
槽
の
水
栓
は
完
全
に
閉
め

る
（
糸
く
ず
な
ど
で
密
栓
さ

れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
）
。

②
点
火
の
前
に
、
必
ず
水
が
入

っ
て
い
る
か
確
か
め
る
。

③
点
火
は
、
音
で
な
ぐ
目
で
見

て
確
か
め
る
。

④
沸
か
し
て
い
る
最
中
に
、
水

漏
れ
が
な
い
か
確
か
め
る
。

⑤
湯
牽
か
き
回
す
時
、
水
栓
の

鎖
奎
引
っ
か
け
な
い
ぶ
つ
に
。

⑤
大
釜
や
浴
槽
を
定
期
吋
に

点
検
す
る
。
（
消
防
本
部
）

楽
し
み
な
が
ら
心
豊
か
に
本
と
出
心
百
集
い
を
開
政
栄
ｙ
。
▼
と
き
…
2
ａ
哲
側
、
午
後
3
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
お
話
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
▼
対
象
・
：
4
Ａ
歳
児
▼
参
加
料
・
：
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
市
民
図
書
室
（
き
ｏ
4
ｅ
4
9
）
ま
で
。
（
市
民
図
書
室
）

指
名
業
者
の
登
録
申
請
2
月
2
9
日
ま
で

指
名
競
争
入
札
や
物
品
の
供
給
な
ど
に
参
加
希
望
の
業
者
は
、
申
請
を
お
忘
れ
な
ぐ
。
（
管
財
契
約
課
）

市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
の
締
め
切
り
迫
る

第
一
回
宇
治
市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
締
め
切
り
は
2
月
2
5
日
出
ま
で
で
す
。
詳
し
ぐ
は
、
観
光
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩
―
－
1
4
）
ま
で
。
（
商
工
観
光
課
）

Ｚ
月
の
献
血

▼
2
月
2
9
日
出
、
午
前
1
0
時
～

正
午
、
午
後
1
時
ｒ
3
時
半
、
ニ

チ
丿
大
久
保
店
。
（
保
健
予
防
課
）

292

父
親
は
絶
対
的
な
も
の
で
、
世

界
一
の
物
知
り
で
力
持
ち
な
の

で
す
。
こ
の
父
親
と
の
触
れ
合

い
や
権
威
と
厳
し
さ
の
中
ｌ
ｔ

芦
Ｅ
ほ
、
児
童
期
、
思
春
期
の

冷
恚
笙
な
悩
み
や
発
達
課
題

を
目
力
で
克
服
し
て
行
け
る
よ

う
に
な
り
ま
ず
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
の
父
親
は

Ｈ
Ａ
Ｗ
の
成
長

と
と
も
に
、
父

性
で
あ
る
権
威

や
厳
し
さ
、
さ

ら
に
そ
の
存
在

感
す
ら
失
っ
て

い
く
の
で
す
。
こ
こ
ろ
の
電
話

－－・皿－－・・■－■㎜㎜－・

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 ＆ ．

で
少
女
が
「
父
親
に
男
親
β
し

く
・
・
・
」
と
訴
え
た
こ
と
は
、
ま

さ
し
ぐ
こ
れ
を
指
摘
し
て
い
る

も
の
で
す
。

父
性
の
復
活
と
い
｀
ｙ
課
題
は
、

ｒ
ｔ
Ａ
Ｗ
5
に
と
っ
て
は
、
成
長
し

て
い
く
上
で
自
律
的
な
襲
箔

応
か
身
に
つ
け
る
必
須
条
件
で

す
。
今
。
父
性
と
し
て
次
の
五
つ

の
要
素
夕
発
揮
で
き
る
父
親
を

子
μ
も
た
ち
は
待
っ
て
い
康
ｆ
ｙ
。

①
母
性
的
な
や
さ
し
さ
で
は

な
ぐ
父
性
の
厳
し
さ
を
②
人
間
、

心
、
社
会
牽
教
え
る
目
ら
の
生

き
ざ
ま
を
つ
く
る
③
子
ど
も
の

問
題
行
動
に
は
、
厳
し
さ
と
勇

断
を
④
母
子
密
着
家
庭
に
は
社

必
一
性
を
教
え
る
⑤
男
性
的
な
父

親
像
と
魅
力
的
な
夫
婦
像
の
確

立
罵青

少
年
の
悩
み
は
、
宇
治
『
こ

こ
ろ
』
の
電
話
（
豊
⑩
0
8
0

0
）
へ
（
青
少
年
対
策
室
）

く
ら
し
と
防
災

老人園芸

ひろば
心
の
8
0
0
番

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
か
ら

～9～
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